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➢一般社団法人 日本臨床検査技師会（日臨技）

日臨技認定センター が認定

➢平成26年度より認定一般検査技師、染色体遺伝子検査、管理

検査に引き続き、あらたに認定病理検査技師制度を発足

➢平成26年 第1回 209名（試験合格率89.3％）

➢平成27年 第2回 391名

➢平成28年 第3回 555名

➢平成29年 第4回 700名以上

認定病理検査技師制度



日臨技認定センター運営規程
第1章

総則

第１条

一般社団法人日本臨床衛生検査技師会（以下「日臨技」という。）は、臨床検査
技師の認定推進のために、日臨技認定センター（以下「認定センター」という。）を設
置する。

第２条

認定センターは臨床検査領域の進歩発展に対応した検査技師の資質の向上と
生涯教育の充実をはかり、検査技師の認定に関する体制を整備し、各種検査を正
確に実施する知識と技術を有し、後進の指導、育成ができる臨床検査技師の認定
をもって、臨床検査の精度保証を通じ良質な医療を提供し、国民医療の向上に寄
与することを目的とする。

第３条

前述の目的を達成するため，認定センターは日臨技中央認定委員会（以下、中
央委員会と略す）ならびに、日臨技認定制度協議会（以下、協議会と略す）を置く。
協議会は中央委員会の指導、監督の下に、各種認定検査技師制度を設定し，各

種認定検査技師を認定する。
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• 第一章 総則

第一条 認定病理検査技師制度は臨床に関わる病理検査の適

切な利用と、検査結果を最大限に診療に反映させるために、専門

知識および高度な技術に対応できる検査資格者の育成を図り、

病理検査の発展と普及を促進することを目的とする。また、病理

検査の精度保証を通して、医療の安全と患者の安心を守り、国民

医療の向上に寄与することを目的とする。

第二条 この制度は日臨技認定センター定款に基づいて実施する

認定病理検査技師制度規則 - 一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会

認定病理検査技師制度規則

http://wrs.search.yahoo.co.jp/FOR=Yl66839V3ihYQcx2PZDtrhfG7SuxSuzI0Bk5dSakZVriMl0jGCzVVom0kZ.OQ8IwVFohTLUv8_lM2ons85cdxC7YNROJB1Ca9rHpYjgME_FqZD_Q45gLnDX8xkDGIVhHgAi2yuYnDR5yWJwmzSJZF6XW0bAjI0QOs2s1JFyzfIJl0dS0lFEtqtzbt3OhrnGjD.k92oW6SVKbEyzdQ9197liWqkW8xHCufeKJtD6srteM8FXH1MOjxfSzSpLNfMOwBLg71HOyTygj84h.rnIppfvfob1m/_ylt=A7dPehCnu5NXXEYAjRGDTwx.;_ylu=X3oDMTEybjBmOGFoBHBvcwMyBHNlYwNzcgRzbGsDdGl0bGUEdnRpZANqcDAwMTM-/SIG=19fvi0ni8/EXP=1469400423/**http:/www.jamt.or.jp/studysession/center/asset/docs/ninteibyori_rule_20190918_2.pdf#search='%E8%AA%8D%E5%AE%9A%E7%97%85%E7%90%86%E6%A4%9C%E6%9F%BB%E6%8A%80%E5%B8%AB%E5%88%B6%E5%BA%A6+%E6%BB%9D%E3%81%AE'


• 医療法の改正

• 臨床検査技師に関する法律の一部改正 平成29年6月

• 第3期がん対策推進基本計画 平成29年10月

• がん診療連携拠点病院の整備について
健発第0301001号 平成２０年３月１日

• がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針

• がん診療連携拠点病院等の指定について
健発0110 第7号平成26年1 月10 日



①第3期が
ん対策推進
基本計画

H29年10月 厚生労働省広報より抜粋



２がん医療の充実
（1）ゲノム医療

第3期がん対策推進基本計画

がんゲノム医療中核拠点病院：全国12施設
がんゲノム医療連携病院：120施設程度



第3期がん対策推進基本計画



（８） 病理診断
（現状・課題）

拠点病院等や小児がん拠点病院においては、病理診断医の配置を要件とし、ま
た、必要に応じて遠隔病理診断を用いることにより、全ての拠点病院等や小児
がん拠点病院で、術中迅速病理診断が可能な体制を確保することとしてきた。
また、病理診断医の養成や病理関連業務を担う医療従事者の確保に向けた取組
を支援してきたものの、依然として病理診断医等の不足が指摘されている。

特に、希少がん及び小児がんの病理診断については、希少がん及び小児がんそ
れぞれについての十分な診断経験を有し、かつ専門的な知識を持った病理診断
医が少ないことから、病理診断が正確かつ迅速に行われず、治療開始の遅延や
予後の悪化につながることが懸念されている。

こうした中、国は、国立がん研究センターの病理診断コンサルテーション・
サービス、一般社団法人日本病理学会の病理コンサルテーションシステム及び
小児がん中央機関による中央病理診断システム等を活用し、専門性の高い病理
診断医による質の高い病理診断の体制構築に向けた取組を推進している。

また、国は、病理診断を補助するシステムとして、学会等によるビッグデータ
やＡＩを利活用した病理診断支援システムの研究開発の支援を行っている。

第3期がん対策推進基本計画

２がん医療の充実



（８） 病理診断

（取り組むべき施策）

➢国は、引き続き、病理診断医の育成等の支援を実施するとともに、

認定病理検査技師や細胞検査士等の病理関連業務を担う臨床検査技師

等の適正配置に ついて検討する。

➢ 国は、より安全で迅速な質の高い病理診断や細胞診断を提供するため、
関係団体や学会等と協力し、病理コンサルテーションなど、正確かつ
適正な病理診断を提供する体制を強化する。

➢ 国は、ビッグデータやＡＩ等を利活用する病理診断支援システムの研
究開発 を推進する。

（個別目標）

➢国は、より安全で迅速な質の高い病理診断や細胞診断を提供するため
の環境 を整備する。

第3期がん対策推進基本計画

２がん医療の充実



（８） 病理診断
「認定病理検査技師」とは、

一般社団法人日本臨床衛生検査技師会及び一般社団法人日本病理学
会が認定する資格。平成 26（2014）年から病理組織検査において
熟練した技術と知識を有することが認められた者を「認定病理検査
技師」として認定している。平成 29（2017） 年４月時点で 555 
名。

「細胞検査士」とは、

公益社団法人日本臨床細胞学会及び一般社団法人日本臨床検査医学
会が認定する資格。昭和 44（1969）年から、細胞診スクリーニン
グ及び技術に関する実務を、責任をもって確実に実施しうる技師を
「細胞検査士」として認定している。平成 29 （2017）年６月時
点で 7470 名。

第3期がん対策推進基本計画

２がん医療の充実



③がん診療連携拠点病院

• がん診療連携拠点病院等全国どこでも質の高いがん医療を提供す
ることができるよう、全国にがん診療連携拠点病院を３９９箇所、
地域がん診療病院を２８箇所、指定しています（平成２８年４月
１日現在）

• 病理部門
２）診療従事者

[1] 専門的な知識及び技能を有する医師の配置

エ 専従の病理診断に携わる医師を１人以上配置すること。なお、当該医師につ
いては、原則として常勤であること。

[2] 専門的な知識及び技能を有するコメディカルスタッフの配置

エ 細胞診断に係る業務に携わる者を１人以上配置することが望ましい

・がん診療連携拠点病院の整備について 健発第0301001号 平成２０年３月１日

・がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針 がん診療連携拠点病院等の指
定について 健発0110 第7号平成26年1 月10 日



④平成２８年医科診療報酬
第２章特掲診療料第１３部 病理診断

第８４の４ テレパソロジーによる術中迅速病理組織標本作製

1 テレパソロジーによる術中迅速病理組織標本作製に関する施設基準

(1) 送信側(検体採取が行われる保険医療機関)においては，病理診断業務について5年

以上の経験を有し，凍結切片を作製することが可能な常勤の検査技師(臨床検査技

師又は衛生検査技師)が1名以上配置されていること。

(2) 受信側(病理診断が行われる保健医療機関)においては，病理診断を専ら担当する常

勤の医師が勤務する特定機能病院，臨床研修指定病院，へき地医療拠点病院，へき

地中核病院又はへき地医療支援病院であること。

第８４の５ テレパソロジーによる術中迅速細胞診

1 テレパソロジーによる術中迅速細胞診に関する施設基準

(1) 送信側(検体採取が行われる保険医療機関)においては，病理診断業務について5年以

上の経験を有し，細胞診の経験を十分に有する検査技師(臨床検査技師又は衛生検査

技師)が1名以上配置されていること。

(2) 受信側(病理診断が行われる保健医療機関)においては，病理診断を専ら担当する常

勤の医師が勤務する特定機能病院，臨床研修指定病院，へき地医療拠点病院，へき

地中核病院又はへき地医療支援病院であること。



認定病理検査技師
認定試験について



必要な知識・技能
認定病理検査技師について理解する（指定講習会必須単位）
1）認定病理検査技師の職務内容および基本的姿勢
2）認定の基準（受験資格・更新について）

【区分Ａ基礎】
病理業務に関する知識・技能
１．病理業務に関連する医師法，死体解剖保存法等の法律及び制度を説明できる。病

理業務に関連する診療報酬を説明できる
２．病理業務に関する医療廃棄物（感染性廃棄物）の廃掃法に沿った管理ができる。

その他、危険物の消防法、毒劇物の毒劇法、労働安全衛生法、水質汚濁防止法等
にそった管理ができる

３．病理業務の資料を管理し、保存できる
４．病理業務で得られた人体材料を研究に用いる際の手続きを説明できる
５．人体の構造と機能について理解している
６．人体の病態の概要と、それに伴う組織所見を中心とした形態学的異常について理

解している
７．病態の理解に必要な画像診断に関する基本的知識
８．癌取扱い規約等に基づいた手術材料の切り出しの重要性を理解し説明できる
９．検体の適切な取り扱いに必要な治療や手術に関する基本的な知識を理解している
10．個人情報の取り扱いに関する基本的事項を理解している
11．インシデントやアクシデントに対して適正に分析をおこない、解決策を講ずるた

めに必要な事項を理解している

認定病理検査技師 カリキュラム



【区分Ｂ技術】
病理組織標本作製に関する知識
１．FFPE及び凍結標本作製技術について、その特徴や技術的注意点を説明できる
２．免疫染色及び特殊染色の原理を説明できる
３．免疫染色及び特殊染色の精度管理を行うことができる
４．電子顕微鏡標本の作製工程を説明できる
５．分子病理学的検索の原理を説明できる
６．病理診断に必要な臨床的事項及び検査値を把握し説明できる
７．画像診断及び肉眼所見に関する説明ができる

認定病理検査技師 カリキュラム



認定病理検査技師 カリキュラム
【区分Ｃ技能】
必要な技能
１．病理解剖を介助できる
２．病理解剖において、執刀者並びに解剖に関わるスタッフの安全管理ができる
３．病理解剖及び手術等で摘出された臓器・組織検体を適切に写真撮影することがで

きる
４．病理解剖及び手術中に提出された感染の恐れのある検体について、業務にたずさ

わる全員の安全に配慮し、感染の危険性を排除し対応策を講じることができる
５．適正なFFPE標本の作製を実施できる
６．必要に応じて捺印・擦過などの細胞採取を実施し、細胞診標本を作製できる
７．特殊染色及び免疫染色を実施できる
８．術中迅速組織診断において凍結標本等の適正な標本作製ができる
９．診断に不適とされる不良標本の原因を追求し修正できる
10．病理業務全般におけるバイオハザード対策を実行できる
11．テレパソロジー、バーチャルスライド等の機器を適正に操作することができる
12．病理検査室で取り扱われる染色液等の試薬及び毒物・劇物等の適正な管理ができ

る
13. 医療安全、労働安全に基づく病理業務のリスクアセスメント、PDCAサイクルを

効率よく行い、問題解決や診断精度の向上を行うことができる



カリキュラムから見えてくる業務項目

1. 標準化された病理標本作製技術とその精度管理業務

2. 病理解剖介助業務

3. テレパソロジー等、遠隔病理診断標本作製に係る業務

4. 作業環境整備および管理業務（ホルムアルデヒドや有機溶剤対策
など）

5. オーダーメイド医療の実現のためのバイオバンクにおける等の検体
取り扱い

6. 感染症対策業務

7. 医療廃棄物の適正処理および管理業務

8. 毒物劇物の管理業務

9. 後進の指導

10.その他、病理医の指導の下に行う業務

病理検査全般を習熟し検査室を管理運営し、
後進の育成ができる技師



認定病理検査技師制度資格更新指定講習会

日 時： 平成30年1月27，28日
場 所： お台場
参加人数：266名

講習内容
＊病理検体取り扱い
＊デジタルパソロジー
＊がんゲノム医療
＊人事育成
＊感染症
＊医療安全



がんゲノム医療

遺伝子パネル検査に加え新たなる方向

がんゲノム医療コーディネーター
役 割
 患者に遺伝子パネル検査の説明を行う
 遺伝子パネル検査にて二次的所見が見つかった場合に、

遺伝子カウンセラリングに繋ぐ役割

一次的所見：患者から採取したgermline由来のDNAを用い、
問題となった変異に対する解析

二次的所見：患者から採取したgermline由来のDNAを用い、
偶発的に発見された未発症の遺伝子変異

臨床腫瘍学会、日臨技による講習会が企画されている



➢適正な病理検体の処理を習熟している

➢デジタルパシロジー（遠隔診断）に対応できる

➢がんゲノム医療に貢献できる者

➢医療安全を担保するノウハウを持っている

カリキュラムから見えてくる認定病理検査技師像

厚生労働省が推進する医療に対し、いち早
く対処可能な検査室を構築できる技師像



他県・地域における認定病理検査技師の会

北海道 (認定病理検査技師11名)

・病理技術講習会「匠」の企画・運営

・病理精度管理事業の企画・実施

・後進の育成・技術伝承

・認定病理検査技師制度の啓蒙

認定病理技師制度 平成29年度活動報告より(H29.6.16)



中部圏認定病理検査技師の会
中部圏という支部単位で認定病理検査技師が集まっ
て活動

・認定病理検査技師の役割
医療の均てん化
病理検査の標準化
標準化に向けての活動
“認定病理検査技師”の名称を前面に出した活動

東海地方の愛知・岐阜・静岡県、北陸地方の福井・石川・富山県、中央高地の長
野県、近畿地方の三重・滋賀県を包括する広域圏

他県・地域における認定病理検査技師の会

認定病理技師制度 平成29年度活動報告より(H29.6.16)

https://kotobank.jp/word/%E8%BF%91%E7%95%BF%E5%9C%B0%E6%96%B9-54043


大阪府
・大阪病理技術研究会にて資格更新研修会を申請

・大阪病理技術研究会
日臨技近畿支部・病理細胞診研修会

以前より、近畿各府県との合同研修会を通じて信
頼関係が構築されており、府県間の病理細胞検査
部門の垣根が低く、お互いが参加しやすい環境に
ある

他県・地域における認定病理検査技師の会

認定病理技師制度 平成29年度活動報告より(H29.6.16)



千葉県における認定病理検査技師

№ 技師会会員番号 認定技師番号 施設名称

1 120147 15-0005 医療法人鉄蕉会亀田総合病院
2 125287 15-0006 帝京大学ちば総合医療センター

3 125727 15-0023 国立研究開発法人国立国際医療研究センター国府台病院

4 124610 15-0030 千葉大学医学部附属病院
5 120663 15-0042 JCHO 船橋中央病院
6 125386 15-0054 日本医科大学千葉北総病院
7 124398 15-0063 千葉県がんセンター
8 135562 15-0080 NHO 東埼玉病院
9 124892 15-0109 東邦大学医療センター佐倉病院
10 131747 16-0031 JCHO 船橋中央病院
11 124648 16-0036 順天堂大学医学部附属浦安病院
12 224732 16-0109 聖隷佐倉市民病院
13 124215 16-0124 JCHO 千葉病院
14 084037 16-0174 千葉県立佐原病院
15 126081 17-0037 NHO 千葉医療センター
16 124855 17-0051 船橋市立医療センター
17 136916 17-0067 独立行政法人国立病院機構相模原病院
18 126033 17-0082 東京歯科大学市川総合病院

18名の認定病理検査技師が2017年10月7日に集い

千葉県における認定病理検査技師の会を立ち上げた



対象会員
千葉県臨床検査技師会所属の認定病理検査技師
（希望があれば過去千臨技所属で現在県外勤務の認定病理検査技師）
千葉県臨床検査技師会・病理検査研究班・細胞診検査研究班の代表者が選任した者

名称
千葉県認定病理検査技師推進協議会

代 表 小山 芳德（医療法人鉄蕉会 亀田総合病院）

副代表 清水 秀樹（日本医科大学千葉北総病院）

幹 事 千葉県臨床検査技師会 病理研究班選出代表者

千葉県臨床検査技師会 細胞診研究班選出代表者

事務局 須藤 一久（千葉県立佐原病院）

北村 真（東邦大学医療センター佐倉病院）

千葉県における認定病理検査技師



目 的
１．病理組織標本作製技術の標準化と質の向上を図る
２．病理検査室におけるマネージメントのできる

人材の育成
３．認定病理検査技師制度の意義と認定技師の担う

責務について県内の病理関係者に啓蒙する
４．関連学会および同じ目的を持つ団体との連携を

密にし,情報の共有・交換を行う
５．後進の指導・育成を積極的に行う

千葉県における認定病理検査技師



活動指針

１．千葉県臨床検査技師会‐病理検査研究班および細胞診検査

研究班と共同して研修会の企画・運営を行う

２．過去の千葉県臨床検査技師会で行ってきた精度管理データ

の整理・解析を行い，統一化ガイドラインを策定する．

これらを県内および他県にも発信し,その普及活動を行う

３．認定病理技師取得希望者を支援する

４．県内における情報弱者を減らす為,各種検査における

ガイドライン等を広め，方向性を導く役割を担う会とする

千葉県における認定病理検査技師



具体的行動として

研修会などを通じて現在、厚生省労働省が舵を切っ

た先にある医療、日臨技の対応などの情報をいち早く

広く県内の病理関係者に発信します。

近隣県に先立ち本会を立ち上げたことにより、

パイロットケースとなるが、萎縮することなく

情報発信源とし、情報弱者をなくしましょう。

千葉県における認定病理検査技師



伊勢神宮

ご清聴ありがとうございました


